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東京とどの実会 事務局

制
作
会
社
に
就
職
し
、
A

D
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
所
属
す
る
テ
レ
ビ

朝
日
映
像
は
、
テ
レ
ビ

朝
日
の
「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ

ン
グ
」、「
じ
ゅ
ん
散
歩
」、

「
徹
子
の
部
屋
」
と
い
っ

た
番
組
を
は
じ
め
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
、
ド
ラ
マ
な
ど

幅
広
い
テ
レ
ビ
番
組
制
作
を
行
う
映
像
総
合

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
藤
田
さ
ん
は
現
在
、

ド
ラ
マ
班
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
2
時

間
ド
ラ
マ
を
制
作
し
て
い
ま
す
。プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
は
、

番
組
制
作
の

総
責
任
者
で

す
。
企
画
立

案
か
ら
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
及
び
予
算
と
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

管
理
も
行
い
ま
す
。
制
作
全
体
を
統
括

す
る
職
務
で
、
立
案
か
ら
完
成
ま
で
何

年
も
か
か
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
、
そ

れ
だ
け
に
や
り
が
い
が
あ
る
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
曜
ワ
イ
ド
劇
場
の
よ
う
に

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
の
高
い
作

品
制
作
の
傍
ら
、
社
会
的
問
題
を
含
む

骨
太
の
ド
ラ
マ
制
作
に
も
関
わ
り
、
昨

年
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
で
放
映
さ
れ
た
「
こ
の

街
の
命
に
」
は
、
二
〇
一
六
年
日
本
民
間
放
送

連
盟
賞
最
優
秀
賞
、
東
京
ド
ラ
マ
ア
ウ
ォ
ー
ド

二
〇
一
六
作
品
賞
単
発
ド
ラ
マ
部
門
優
秀
賞
他

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
あ
る
街
の
行
政

組
織
「
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
」
を
舞
台
に
殺
処

分
さ
れ
る
た
め
に
持
ち
込
ま
れ
た
罪
の
な
い
動

物
た
ち
の
命
を
救
お
う
と
踏
み
出
し
た
獣
医
た

ち
職
員
の
葛
藤
と
再
生
を
描
い
た
物
語
で
、
人

間
と
動
物
の
あ
り
方
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
る

き
っ
か
け
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
会
報
の
取
材
を
通
じ
て
や
り
と
り
し
た
メ
ー

ル
の「
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
は
今
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
台
頭
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
革
命
を

ど
う
生
き
抜
く
か
迫
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
歳
に
な
っ
て
尚
も
が
い
て
お
り
ま
す
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
業
界
の
厳
し
さ
を
感
じ
ま

す
。
テ
レ
ビ
朝
日
の
土
曜
ワ
イ
ド
劇
場
は
こ
の

4
月
か
ら
放
送
枠
を
日
曜
朝
に
移
行
し
て
「
日

曜
ワ
イ
ド
」と
な
り
、藤
田
さ
ん
も
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
さ
れ
て
い
る
は
ず
。
益
々
の
ご
活
躍

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
の
世
界
で
活
躍
し
て
い

る
同
窓
生
が
い
る
と
の
情
報
で
、
職
場
近
く
の

ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
で
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し

た
。

　

テ
レ
ビ
朝
日
映
像
株
式
会
社
の
藤
田
さ
ん

は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
テ
レ
ビ
朝
日
で

放
送
さ
れ
て
い
た
土
曜
ワ
イ
ド
劇
場
の
制
作
に

携
わ
り
、
沢
口
靖
子
さ
ん
主
演
の
「
鉄
道
捜
査

官
」
シ
リ
ー
ズ
は
17
年
目
を
む
か
え
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
北
斗
で
は
演
劇
部
に
所
属
し
、
進
学
し
た
早

稲
田
大
学
で
演
劇
を
少
し
や
っ
て
は
み
た
も
の

の
何
か
違
う
と
感
じ
た
と
の
こ
と
。
演
じ
る
人

に
な
る
の
で
は
な
く
、裏
方
に
向
い
て
い
る
と
、
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東
京
タ
ワ
ー
の
ま
わ
り
を
散
策
し
ま
す
。

　

出
発
は
日
比
谷
線
神
谷
町
駅
。
途
中
休
憩

を
含
ん
で
約
2
時
間
の
道
の
り
で
す
。

　

家
康
の
命
に
よ
り
防
人
の
神
様
と
し
て
祀

ら
れ
た
愛
宕
神
社
は
自
然
地
形
と
し
て
は

23
区
内
で
一
番
高
い
山
（
標
高
二
五・七
ｍ
）

に
あ
り
ま
す
。
講
談
「
寛
永
三
馬
術
」
の
間

垣
平
九
郎
の
故
事
で
知
ら
れ
る
出
世
の
階
段

を
上
っ
て
み
ま
す
。
環
状
2
号
線
の
整
備
で

街
の
様
子
が
か
わ
っ
た
虎
ノ
門
界
隈
か
ら
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
博
物
館
、
東
京
タ
ワ
ー
を
経
て
、

徳
川
家
ゆ
か
り
の
増
上
寺
、
関
東
の
お
伊
勢

様
と
尊
称
さ
れ
る
芝
大
神
宮
、
終
点
は
Ｊ
Ｒ

浜
松
町
駅
で
す
。

　

会
場
到
着
後
は
更
衣
と
シ
ャ
ワ
ー
の
お
部

屋
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
タ
オ
ル
を
お
忘

れ
な
く
。

東
京
タ
ワ
ー
か
ら
増
上
寺
　
初
夏
の
都
心
散
策

今
年
の
散
策
案
内

散策Report
　

恒
例
の
散
策
は
、
今
年
は
多
く
の
文
人

が
居
を
構
え
た
本
郷
界
隈
と
、
都
会
の
中
で

も
静
け
さ
の
残
る
東
大
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の

三
四
郎
池
を
散
策
し
ま
し
た
。

　
朝
、
九
時
半
、
地
下
鉄
千
代
田
線
湯
島
駅

に
集
合
、
今
年
の
参
加
者
は
女
性
４
名
、
男

性
14
名
の
総
勢
18
名
で
す
。

　
当
日
は
曇
り
空
で
す
が
、
ま
ず
ま
ず
の
散

歩
日
和
の
中
、
ま
ず
は
湯
島
天
神
を
目
指
し

ま
す
。

　
湯
島
天
神
は
学
問
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ

る
菅
原
道
真
公
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

　
又
、
境
内
は
梅
の
花
も
有
名
で
満
開
の
時

期
は
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
、
春
日
通
り
に
出
て
、
緑
が
多

く
静
寂
な
本
郷
界
隈
に
入
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
木
々
の
多
い
静
か
な
路
地
を
通
り
ぬ
け
る

と
、
旧
岩
崎
邸
庭

園
で
す
。

　
五
千
坪
の
敷
地

に
建
つ
洋
館
は
、

三
菱
の
創
始
者
岩

崎
彌
太
郎
の
長

男
久
彌
が
建
て
た

岩
崎
家
の
本
邸
で

第
66
回
　
東
京
と
ど
の
実
の
集
い

「
本
郷
界
隈
と
東
大
構
内
の
三
四
郎
池
を
歩
く
」
報
告

す
。
広
大
な
庭
園
は
建
築
様
式
と
同
時
に
和

洋
併
置
と
さ
れ
「
芝
庭
」
を
も
つ
近
代
庭
園

の
初
期
の
形
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
、
不
忍
池
の
方
に
下
っ
て
い
く

と
、
不
忍
通
り
、
そ
こ
に
横
山
大
観
の
記
念

館
が
あ
り
ま
す
。

　
今
度
は
言
問
通
り
を
登
っ
て
い
く
と
、
途

中
に
弥
生
美
術
館
、
竹
下
夢
二
美
術
館
が
あ

り
、
そ
こ
を
右
手
に
見
な
が
ら
本
郷
通
り
へ

と
出
ま
す
。

　
本
郷
通
り
を
左
折
し
、
正
門
か
ら
東
大
本

郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
る
、
そ
こ
は
都
心
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
静
ま
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
43
年
卒　

作
田
　
英
二

銀
杏
並
木
道
を
通
っ
て

安
田
講
堂
へ
、
そ
こ
は

大
学
紛
争
の
拠
点
と
な

り
学
生
と
機
動
隊
の
壮

絶
な
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
続
い
て
、
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
る
構
内
を

散
歩
し
三
四
郎
池
の
周
り
を
散
策
。
こ
の
池

は
、
夏
目
漱
石
の
小
説
「
三
四
郎
」
で
登
場

し
て
以
来「
三
四
郎
池
」の
名
前
で
有
名
で
す
。

　
最
後
に
東
大
で
有
名
な
赤
門
（
重
要
文
化

財
）
を
く
ぐ
り
、
本
郷
通
り
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。

　
本
郷
通
り
を
を
下
り
、
左
に
折
れ
て
菊
坂

を
く
だ
る
途
中
で
左
折
し
て
狭
い
路
地
の
突

き
当
り
が
、
樋
口
一
葉
の
旧
居
跡
が
あ
り
ま

す
。
現
在
は
建
屋
が
な
く
一
葉
が
使
っ
て
い

た
井
戸
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。
こ
の

辺
り
は
坪
内
逍
遥
や
石
川
啄
木
な
ど
の
有
名

な
明
治
の
文
豪
の
旧
居
跡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
菊
坂
に
戻
っ
て
少
し
行
く
と
、
一
葉
が
家

計
を
や
り
く
り
す
る
た
め
に
通
っ
た
質
店
が

あ
り
ま
す
。

　
質
店
を
右
手
に
見
な
が
ら
だ
ら
だ
と
下
っ

て
い
く
と
、
も
う
そ
こ
は
終
点
の
春
日
駅
で

す
。

　
春
日
駅
か
ら
は
総
会
会
場
が
あ
る
四
ツ
谷

駅
ま
で
は
南
北
線
で
す
ぐ
で
す
。

　
ご
参
加
の
皆
様
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し

た
。

　
昨
年
３
月
、
北
斗
高
校
の
事
務
よ
り
「
今

年
の
東
京
と
ど
の
実
、
先
生
を
お
招
き
し
た

い
そ
う
で
す
。
担
当
幹
事
が
58
期
生
の
佐
々

木
斉
で
す
。
先
生
も
知
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

野
球
の
北
北
海
道
大
会
決
勝
で
惜
敗
し
た
時

の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で
す
よ
ね
。」
と
連
絡
を

受
け
、
困
惑
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
佐
々
木
君

か
ら
の
連
絡
。
複
雑
な
心
境
の
ま
ま
、
不
思

議
な
縁
を
感
じ
、
出
席
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
佐
々
木
君
か
ら
同
窓
の
資
料
を
送
っ
て
い

た
だ
き
、
彼
ら
の
時
代
が
鮮
明
に
蘇
り
ま
し

た
。
北
斗
高
校
商
業
科
の
閉
科
、
普
通
科
最

初
の
８
ク
ラ
ス
の
学
年
で
し
た
。
北
斗
生
が

良
く
も

悪
く
も

大
き
く

様
変
わ

り
し
た

時
代
で

し
た
。

生
徒
自

身
も
実

感
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
生
徒
指
導
部
の
私
は
厳
し
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
解
決
し
な
い
事
柄
が
多
く
発
生
、
釈

然
と
し
な
い
ま
ま
今
日
に
い
た
っ
て
い
ま
し

た
が
、
女
子
の
夏
セ
ー
ラ
ー
が
半
袖
に
な
っ

た
経
緯
の
中
で
、
58
期
生
の
３
名
の
女
子
が

無
断
で
長
袖
を
切
っ
て
半
袖
に
し
て
登
校
、

私
に
見
つ
か
り
、強
く
叱
責
さ
れ
た
と
の
事
。

私
に
は
そ
の
事
の
記
憶
は
無
く
、
職
員
会
議

で
先
生
方
を
説
得
し
て
夏
セ
ー
ラ
ー
を
正
服

に
し
た
こ
と
等
々
（
昔
の
先
生
の
中
に
は
正

装
は
長
袖
と
主
張
）。「
東
京
と
ど
の
実
会
」

の
お
蔭
で
多
く
の
事
柄
が
解
明
出
来
、
笑
い

話
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
に
出
か
け
る
前
に
、
佐
々
木
君
か
ら

丁
寧
な
情
報
を
沢
山
い
た
だ
き
、
中
で
も
、

「
当
日
、
盛
り
上
が
っ
た
集
ま
り
に
な
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、先
生
も
胸
躍
ら
せ
て
、

ワ
ク
ワ
ク
し
て
会
場
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
私
が
不

安
な
気
持
ち
で
居
る
の
で
は
と
、
細
か
い
心

配
り
と
気
遣
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
学
生
時
代
に
縁
が
あ
っ
て
北
斗
高

校
で
教
育
実
習
生
と
し
て
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
出
身
は
神
戸
で
す
。
そ
の
10
年

後
、
昭
和
52
年
～
平
成
17
年
退
職
ま
で
の
29

年
間
、
体
育
教
師
と
し
て
携
わ
り
、
全
う
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
に
恵
ま
れ
、
多

く
の
諸
先
生
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
北
斗
高

校
を
母
校
と
思
っ
て
い
ま
す
。
体
育
教
師
の

特
権
で
、
よ
り
多
く
の
生
徒
と
接
す
る
機
会

が
あ
り
、
数
え
き
れ
な
い
出
会
い
と
別
れ
を

経
験
。
こ
の
度
の
「
東
京
と
ど
の
実
会
の
集

い
」
で
出
会
い
と
再
会
に
強
く
縁
を
感
じ
ま

し
た
。

　
６
月
25
日
当
日
、
不
安
と
緊
張
の
ま
ま
、

13
時
の
開
会
ギ
リ
ギ
リ
に
到
着
、
更
衣
す
る

間
も
な
く
受
付
に
直
行
、
そ
の
時
「
先
生
」

と
今
野
さ
ん
の
笑
顔
に
安
堵
し
た
の
も
束
の

間
、
た
く
さ
ん
の
顔
馴
染
み
の
笑
顔
に
胸
が

一
杯
に
な
り
、
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
、
そ
の
後

の
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く
放
心
状

態
の
中
、
次
々
卒
業
生
が
声
を
か
け
て
下
さ

る
の
に
、失
礼
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

正
直
、自
分
の
挨
拶
も
記
憶
に
無
い
の
で
す
。

我
に
返
っ
た
の
は
、
夏
セ
ー
ラ
ー
の
３
名
の

う
ち
一
人
か
ら
他
の
２
名
の
詫
状
を
渡
さ
れ

た
時
で
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
年
を
重
ね
た
卒

業
生
の
一
人
一
人
の
顔
に
高
校
時
代
の
顔

が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
、
当
時
の
顔
が
蘇

り
、
記
憶
が
こ
の
よ
う
に
し
て
蘇
る
こ
と
も

夢
の
よ
う
な
誼
を

結
ば
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
、
感
涙

恩
師　

田
中
晴
美
先
生

愛宕神社（右上）、東京タワー、
増上寺（右下）

ご挨拶をされる田中先生

あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
会
は
、
和
気
藹
々
と

談
笑
の
渦
中
、
全
員
が
い
き
い
き
と
し
た
表

情
に
「
と
ど
の
実
」
の
絆
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
本
当
に
夢
の
よ
う
な
集
い
で
し
た
。

　
二
次
会
は
、
58
期
生
と
銀
座
へ
。
人
数
も

増
え
、
お
互
い
再
会
を
喜
び
、
満
面
の
笑
み

で
話
に
花
を
咲
か
せ
、
満
開
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
佐
々
木
君
が
野
球
の
北
北
海
道
の
ビ

デ
オ
を
セ
ッ
ト
。
全
員
で
鑑
賞
す
る
こ
と
に

な
り
、
皆
画
面
に
釘
付
け
、
カ
メ
ラ
が
応
援

席
の
全
校
生
徒
の
表
情
を
ア
ッ
プ
に
映
し
出

す
と
、
大
騒
ぎ
、
固
有
名
詞
の
連
発
。
自
分

を
見
つ
け
て
手
を
た
た
き
、
隣
の
彼
女
を
見

つ
け
れ
ば
肩
を
つ
つ
き
、高
校
生
そ
の
も
の
。

映
像
の
中
に
映
る
懐
か
し
い
顔
に
そ
れ
ぞ
れ

が
高
校
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、
思
い
を

馳
せ
て
い
た
。
瞬
く
間
に
時
は
過
ぎ
、
名
残

り
を
惜
し
む
も
、最
後
に
全
員
で
記
念
撮
影
。

私
は
下
丸
子
に
住
む
娘
の
と
こ
ろ
へ
帰
る
こ

と
を
告
げ
る
と
藤
田
さ
ん
が
途
中
ま
で
同
行

し
て
く
だ
さ
り
、
電
車
の
中
の
束
の
間
の
お

し
ゃ
べ
り
も
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
番
幹
事
の
48

期
、
58
期
、
68
期
の
皆
様
、
東
京
と
ど
の
実

会
の
会
長
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
、
貴
重
な

時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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66回東京とどの実会の集いは、平成28年6月25日
（土）13:00からＪＲ四ツ谷駅前のスクワール麹町

にて北見から恩師の田中晴美先生をお招きして開催され
ました。来賓として北見北斗高校の渡部校長先生（昭52
年卒）をはじめ、北見、札幌、関西のとどの実会長、昭24年
卒から平成7年卒までの会員の方々141名が集いました。
　今年の当番司会である山本勉さん（昭48年卒）と今野
久美さん（昭58年卒）の開会宣言で始まった総会は、松浦
宏幸さん（昭41年卒）のリードで校歌斉唱、小山内清孝会
長（昭26年卒）の挨拶に続き、前田良三幹事長（昭40年卒）
による決算報告と役員改選報告が行われ、満場一致で承
認されました。新会長となった長谷川知子さん（昭40年
卒）と新たに役員となった方々が登壇し、新会長の挨拶に
続き、桂名誉会長（昭24年卒）から激励のご挨拶をいただ
いて総会を終了いたしました。伊藤久絵副会長（昭47年
卒）の乾杯の音頭で始まった懇親会では、北見からのご来
賓である渡部校長先生（昭52年卒）、小原とどの実会長（昭

52年卒）、恩師の田中晴美先生よりご挨拶をいただき、終
始和やかな語らいの場となりました。恒例となった集い
の前に行われる散策報告（本郷界隈と東大構内、三四郎
池を歩く）、各クラブの写真撮影と続いた会は、「今日の日
はさようなら」を全員で合唱した後、来年の当番である渡
邊範道さん（昭59年卒）の中締めで来年を期してめでた
く散会となりました。今年は昭和50年代卒業の方々にた
くさんご出席いただき、過去6年間で最大の出席者数とな
りました。次回も大いに期待しています。

第66回「東京とどの実会」 2016年6月25日（土）
於／スクワール麹町

司会：山本勉さん（昭和48年卒）
今野久美さん（昭和58年卒）

散策報告　作田さん（昭和43年卒）

来賓・渡部校長先生（昭和52年卒）

校歌斉唱・松浦さん（昭和41年卒） 全員合唱リード長谷川さん（昭和38年卒）
吉見さん（昭和56年卒）

中締め　渡邊範道さん（昭和59年卒）

来賓・小原とどの実会会長（昭和52年卒）小山内会長挨拶（昭和26年卒） 恩師　田中先生

新会長　長谷川知子さん（昭和40年卒）（左）
新幹事長　吉村秀幸さん（昭和41年卒）

テーブル5　38〜39年卒テーブル1　24〜27年卒、恩師、来賓

テーブル12・13　58年卒テーブル9　45〜47年卒テーブル6　40年卒テーブル2　28年卒

テーブル12・13　58年卒テーブル10　48年卒テーブル7　41〜42年卒テーブル3　30〜33年卒

テーブル14　59〜70年卒テーブル11　50〜56年卒テーブル8　43〜44年卒テーブル4　33〜37年卒

第

世代ごとの
歓談風景

部活大集合

ラグビー部 山岳部 テニス部 物理部　化学部野球部 合唱部 放送部

柔道部 吹奏楽部 茶道部 生徒会陸上部 美術部 応援団

定時制

バスケット部



7 6

　

10
月
29
日
（
日
）
18
時
か
ら
北
見
の
玉

寿
し
本
店
で
46
期
３
年
２
組
の
ク
ラ
ス
会

を
、男
ば
か
り
総
勢
15
人
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
つ
い
で
に
46
年
振
り
に
北
見
北

斗
高
校
に
行
っ
て
み
て
、
そ
の
変
わ
り
様

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
テ
ニ
ス
場
の
傍

昭
和
46
年
卒
　
松
田
　
寛

46
期
、　
３
年
２
組

　
　
北
見
で
ク
ラ
ス
会

で
在
校
生
と
も

ち
ょ
っ
と
話
し

し
て
、
非
常
に

懐
か
し
く
思
い

ま
し
た
。
で
も
、

街
中
は
完
全
に

シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

※「
46
期
３
年
２
組
」は
今
年
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
同
期
会
の
写
真
や

掲
示
板
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
46
期
の
諸

君
は
必
見
で
す
。　

http://hokuto4632.jp

お
よ
せ
い
た
だ
い
た
近
況
か
ら

　

43
期
は
、
毎
年
１
泊
ど
ま
り
の
忘
年
会

を
し
て
き
た
が
、
今
回
は
関
西
支
部
の
３

名
が
幹
事
に
な
っ
て
く
れ
て
修
学
旅
行
を

計
画
し
て
く
れ
た
。
旧
友
Ｍ
子
さ
ん
の
日

記
か
ら
宿
泊
先
な
ど
当
時
の
旅
程
を
知
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
50
年
目
の
昨
年
12

月
に
実
現
し
た
。
地
元
の
北
見
、
北
海
道
、

道
外
各
地
か
ら
25
名
の
参
加
が
あ
り
、
宿

泊
は
、
改
築
は
さ
れ
て
い
る
が
当
時
と
同

じ
日
昇
館
。

　

み
な
で
昔
の
話
の
切
れ
切
れ
を
繋
ぎ
合

わ
せ
話
は
尽
き
ず
・
・
・
。

　

た
く
さ
ん
観
光
地
を
歩
い
て
笑
っ
た
3

日
間
、
岡
田
先
生
、
み
な
さ
ん
本
当
に
あ

　

初
め
て
道
外
へ
、
50
年
前
の
修
学
旅
行

は
11
泊
の
関
西
旅
行
だ
っ
た
、
新
幹
線
か

ら
見
た
富
士
山
、
京
都
・
奈
良
、
東
京
・・・

初
め
て
尽
く
し
だ
っ
た
。
往
き
帰
り
に
２

泊
づ
つ
、
夜
行
列
車
か
ら
連
絡
船
を
乗
り

継
い
で
の
旅
だ
っ
た
。

五
十
年
ぶ
り
の
修
学
旅
行

昭
和
43
年
卒
　
池
田
　
順
子

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
木
守
柿　
京
を
沈
め
て　
遠
比
叡

　
名
を
ひ
と
つ　
知
り
て
親
し
き　
冬
の
峰

絆
深
ま
る
同
期
会
の
報
告
　
続
々
と

バ
ー
で
集
ま
り
ま
し
た
と
い
う
情
報
だ
け

で
な
く
、
北
見
か
ら
誰
か
が
上
京
す
る
と

か
、
お
花
見
を
し
ま
し
た
と
か
、
北
見
と

ど
の
実
会
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
後
の
二

次
会
を
や
り
ま
し
た
と
か
、
北
見
や
札
幌

に
帰
省
す
る
の
で
集
ま
り
ま
し
ょ
う
と
か
、

北
見
で
カ
ン
ロ
を
売
っ
て
い
る
店
を
知
り

ま
せ
ん
か
？
と
か
、
２
組
で
担
任
の
先
生

を
交
え
て
強
行
遠
足
の
コ
ー
ス
を
走
り
ま

し
た
と
か
、
実
に
様
々
な
同
期
の
情
報
が
、

季
節
ご
と
に
全
国
か
ら
集
ま
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
改
め
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
は
じ
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
威
力
を
50
歳
を
過
ぎ
て
実
感
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
の
ご
好
評
に
応
え
、

今
年
も
幹
事
は
、論
語
の「
天
命
」な
ら
ぬ「
店

名
」
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

（
今
年
の
同
期
会
の
会
場
は
、
O
君
が
店
長

を
し
て
い
る
新
宿
の
お
店
で
す
）

五
十
に
し
て
店
名
を
知
る
？

昭
和
59
年
卒
　
渡
邊
　
範
道

　
平
成
28
年
６
月
25
日
、
東
京
と
ど
の
実
会

終
了
後
、
場
所
を
新
宿
に
移
し
、
関
東
在

住
59
期
の
記
念
す
べ
き
第
１
回
同
期
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
関
東
一
円
か
ら

30
名
が
参
加
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
卒
業
以
来
32
年
ぶ
り
と
い
う
方
が
ほ

と
ん
ど
で
、ま
ず
は
自
己
紹
介
と
近
況
報
告
。

少
し
話
す
だ
け
で
、昔
の
記
憶
が
甦
り
、あ
っ

と
い
う
間
に
、
高
校
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
あ
る
ク
ラ
ス
の
グ
ル
ー

プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
、
ク
ラ
ス
を
超
え
た
多
く

の
参
加
者
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
以
降
、

そ
れ
ぞ
れ
が
知
り
う
る
限
り
グ
ル
ー
プ
に

招
待
し
、
つ
い
に
50
名
を
超
え
る
メ
ン
バ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
東
京
と
ど
の
実
会
は
、
こ

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
告
知
が
で
き
た
の

で
、
第
65
回
は
同
期
の
参
加
が
幹
事
の
み

４
名
だ
っ
た
の
に
比
べ
、
第
66
回
は
11
名

の
参
加
と
な
り
、
前
述
の
同
期
会
も
盛
大

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
ク
ラ
ス
会
や
懐
か
し
メ
ン

　
　
昭
和
47
年
卒
業
、関
東
在
住
の
有
志
は
、

二
〇
〇
一
年
以
来
、
年
に
１
回
、
時
折
北
見

や
札
幌
か
ら
の
飛
び
入
り
も
迎
え
て
の
一

泊
温
泉
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。遠
く
は
東
北
、

近
く
は
伊
豆
や
房
総
、
昨
年
は
テ
ー
マ
を

昭
47
年
卒　
３
年
３
組

　
　
　
担
任　
野の

螻け
ら

先
生

昭
和
47
年
卒
　
伊
藤
　
久
絵

箱
根
駅
伝
に
お
き
、
５
区
の
山
登
り
区
間
を

車
で
走
行
し
、
往
路
ゴ
ー
ル
地
点
に
あ
る
箱

根
駅
伝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
こ
の
温
泉
旅
行
の
き
っ
か
け
は
、16
年
前
、

３
組
の
担
任
だ
っ
た
野
螻
先
生
を
訪
ね
よ
う

と
い
う
話
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
で
し
た
。

先
生
は
当
時
80
歳
。
退
職
後
は
故
郷
の
長
万

部
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
野
螻
先
生
は
昭

和
29
年
に
赴
任
し
、
昭
和
47
年
に
厚
岸
水
産

高
校
へ
転
任
さ
れ
る
ま
で
の
18
年
間
北
斗
高

校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
こ

と
を
記
憶
し
て

い
る
諸
先
輩
の

方
々
も
少
な
く

な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
北
斗

時
代
の
最
初
で
最
後
の
担
任
を
さ
れ
た
の

が
私
た
ち
昭
和
47
年
卒
業
の
３
組
で
し
た
。

卒
業
式
を
終
え
た
３
月
、
同
時
に
転
任
し
、

北
見
を
去
る
前
に
先
生
の
住
ま
い
で
あ
る

北
斗
高
校
の
向
い
に
あ
っ
た
如
蘭
荘
を
同

級
生
と
訪
ね
、
夜
遅
く
ま
で
語
り
明
か
し

た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　
卒
業
後
も
何
か
と
お
付
き
合
い
が
あ
り
、

教
え
子
の
結
婚
式
に
上
京
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
写
真
は
二
〇
〇
一
年
の
５
月
、

東
京
、
札
幌
、
北
見
、
旭
川
か
ら
函
館
の

湯
の
川
温
泉
に
集
ま
り
、
野
螻
先
生
を
お

迎
え
し
て
１
泊
２
日
の
同
窓
会
で
写
し
た

も
の
で
す
。
先
生
と
一
緒
に
車
で
函
館
の

市
内
観
光
を
し
ま
し
た
。
五
稜
郭
の
桜
が

満
開
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
月
日
が
流
れ
、
今
年
先
生
は
96

歳
、
黒
松
内
の
施
設
で
健
在
で
す
。
47
期

恒
例
の
温
泉
旅
行
の
折
や
先
生
の
誕
生
日

の
３
月
31
日
に
は
電
話
を
す
る
の
で
す
が
、

最
近
は
耳
が
遠
く
な
り
電
話
の
会
話
は
難

し
そ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
体
調
面

で
は
問
題
な
く
、
時
折
く
る
手
紙
を
嬉
し

そ
う
に
読
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
い

つ
ま
で
も
お
健
や
か
に
と
願
う
ば
か
り
で

す
。
そ
し
て
、
も
う
一
度
、
皆
で
、
開
業

一
周
年
を
迎
え
た
北
海
道
新
幹
線
に
乗
っ

て
、
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。

　

た
だ
、
こ
う
し
て
多
く
の
人
と
連
絡
を

取
り
合
っ
て
集
ま
れ
る
の
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
あ
れ

ば
こ
そ
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
人

望
と
行
動
力
が
あ
る
人
が
い
て
く
れ
る
か

ら
な
の
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幹
事

の
K
さ
ん
に
は
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

こ
う
し
た
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
、
切
り

盛
り
し
て
く
れ
る
幹
事
の
重
要
さ
を
、
後

輩
は
じ
め
若
い
人
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
「
天
命
」
な
の
だ
と
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

　
今
年
の
「
第
67
回
東
京
と
ど
の
実
会
の
集

い
」
は
、
59
期
が
当
番
幹
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。
幹
事
４
名
は
、
先
輩
方
と
と
も
に

準
備
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日
、
た

く
さ
ん
の
同
期
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
ど
ん
な
懐

か
し
い
出
会
い
が
あ
る
か
、
今
か
ら
と
て

も
楽
し
み
で
す
。
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記後集編

・会報18号をお届けします。編集はいつも4月。桜の季節です。隅田川を水上バ
スで下ると両岸に広がる浅草界隈の千本桜が有名ですが、最近では川が二手に
分かれる大川端あたりの桜も見事です。東京港に出ると2020年の東京オリン
ピック・パラリンピックに向けて臨海部に建設される選手村や競技施設の槌音
が響き、東京は活況を呈しています。GW過ぎに北見へ帰ると、やはり桜が咲
いていて、1年で2度目のお花見を楽しめますが、故郷は今JR北海道の事業見
直しによる石北線の存続問題にゆれています。存続を訴えて、JRと交渉する同
窓生の姿をニュースで見て、何とかうまくいくようにと思いました。

・この度、長野以来20年ぶりの五輪出場を決めた男子カーリング・SC軽井沢ク
に北斗出身の平田洸介さんがいます。女子・LS北見の出場が決定すると、藤澤
五月さんと北斗から男女ふたりのオリンピック選手が誕生します。皆さん応援
しましょう。

・会報には毎号「思い出の写真」を掲載しています。高校時代の懐かしい写真を
お持ちの方は事務局会報担当まで是非お寄せください。

物
故
者
一
覧　
（
２
０
１
６
年
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

昭
11
年
卒　
貴
田
岡　
章
史

昭
18
年
卒　
早
坂　
幸
雄

昭
24
年
卒　
平
川　
秋
彦

昭
25
年
卒　
林　
忠
生

昭
26
年
卒　
坂
本　
庄
司

昭
33
年
卒　
垂
水　
誠
一

昭
40
年
卒　
安
藤　
信
雄

昭
40
年
卒　
堀
畑　
義
則

昭
42
年
卒　
宮
本　
守
明

昭
42
年
卒　
守
本　
孝
夫

昭
42
年
卒　
山
田　
明

敬
称
略

東
京
と
ど
の
実
会
役
員

　
　
　
　
　
（
平
成
28
年
度
～
29
年
度
）

名
誉
会
長　
昭
24
年
卒　
桂　
教
夫

相
談
役　
　
昭
26
年
卒　
小
山
内　
清
孝

会　
長　
　
昭
40
年
卒　
長
谷
川　
知
子

副
会
長　
　
昭
40
年
卒　
前
田　
良
三

　

　々
　
　
昭
42
年
卒　
広
川　
正
三

　

　々
　
　
昭
43
年
卒　
作
田　
英
二

　

　々
　
　
昭
47
年
卒　
伊
藤　
久
絵

幹
事
長　
　
昭
41
年
卒　
吉
村　
秀
幸

幹
事
長
代
理　
昭
56
年
卒　
吉
見　
じ
ゅ
り

副
幹
事
長　
昭
45
年
卒　
岡
田　
光
弘

　

　々
　
　
昭
47
年
卒　
生
駒　
篤

副
幹
事
長　
昭
53
年
卒　
渡
辺　
由
紀
子

　

　々
　
　
昭
58
年
卒　
今
野　
久
美

会　
計　
　
昭
59
年
卒　
呉
山　
香
代
子

監　
査　
　
昭
34
年
卒　
馬
場　
正
孝

監　
査　
　
昭
39
年
卒　
村
田　
由
美
子

顧　
問　
　
昭
27
年
卒　
宮
井　
国
夫

　

　々
　
　
昭
37
年
卒　
半
田　
護

幹　
事　
　
昭
40
年
卒　
石
渡　
俊
弘

　

　々
　
　
昭
41
年
卒　
松
浦　
宏
幸

　

　々
　
　
昭
42
年
卒　
平
澤　
芳
樹

　

　々
　
　
昭
43
年
卒　
池
田　
順
子

　

　々
　
　
昭
44
年
卒　
角　
　
諭

　

　々
　
　
昭
44
年
卒　
井
上　
順
治

幹　
事　
　
昭
45
年
卒　
池
田　
好
美

　

　々
　
　
昭
46
年
卒　
松
田　
寛

　

　々
　
　
昭
48
年
卒　
矢
萩　
典
行

　

　々
　
　
昭
48
年
卒　
鶴
見　
貞
子

　

　々
　
　
昭
49
年
卒　
伊
東　
千
鶴
子

　

　々
　
　
昭
50
年
卒　
田
上　
博
志

　

　々
　
　
昭
52
年
卒　
引
地　
聡

　

　々
　
　
昭
55
年
卒　
立
崎　
幸
子

　

　々
　
　
昭
58
年
卒　
大
場　
伸
子

　

　々
　
　
昭
59
年
卒　
渡
邊　
範
道

　

　々
　
　
昭
59
年
卒　
久
保　
依
子

　

　々
　
　
昭
59
年
卒　
柳
田　
美
和

　科　目

前期繰越金

年会費収入

総会費収入

寄付金収入

預金利息

　金　額

1,636,762

494,000

686,000

213,000

328

　科　目

会合費

印刷費

消耗品費

通信交通費

支払手数料

総会費

渉外費

次期繰越金

　金　額

70,401

260,502

27,389

247,512

23,370

733,809

 42,518

 1,624,589

合計 合計3,030,090 3,030,090

収入の部 支出の部

平成 27 年度会計報告書
自　27年4月１日
至　28年3月31日

東京とどの実会  
●会員数　　　1,310 人 　2016 年 12 月 31 日現在
　会費納入数　  271 人 　2017 年 3 月 31 日現在
●総会出席者数  
　2014 年　　　 115 人 　アルカディア市ケ谷
　2015 年　　　 106 人 　スクワール麹町
　2016 年　　　 141 人 　スクワール麹町

文化祭仮装行列（昭和47年頃）

思い出の写真


